
教科目標 

介護福祉士科 

１．養成目的 

  介護の仕事は、身体上又は精神上の障がいがあることにより、日常生活を営むのに支障がある者に

つき、心身の状況に応じた介護を行ない、並びにその者及びその介護者に対して介護に関する指導を行

ないます。そのためには、単に身体的なサポートだけでなく対象の方を人間としての価値と尊厳を認

め、身体的・精神的・社会的な角度から相手の方を理解し、その方にとって最も必要なことは何かを正

しく判断し、適切な介護技術を用いてサポートすることが必要です。そのため本校では介護に関する専

門知識及び技術を身につけ、介護理念と問題意識を持ち、対象者のニーズに応じたサービスが提供でき

る、豊かな人間性を備えた介護福祉士を養成します。 

 

２．取得目標資格 

１． 介護福祉士（国） ※卒業時に介護福祉士国家試験受験資格が得られます。 

２． レクリエーション・インストラクター（民） 

３． 硬筆書写技能検定（民） 

４． コミュニケーションスキルアップ検定 

 

３．就職分野 

１． 介護老人福祉施設              ６．在宅福祉サービス関係 

２． 介護老人保健施設              ７．重症心身障害児施設 

３． 障害者支援施設               ８．民間シルバー企業 

４． 救護施設                  ９．有料老人ホーム 

５． 病院 

 

４．職種 

１． 介護福祉士 

 

 

 

 

 

 


